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　 オ ール島根で島根創生を進める う えでの理想を共有するため、 概ね 年後の島根の10
目指す将来像を次のよ う に描き ます。

　 　 若者が増え、 次代を担う 子ど もたちが増えるこ と で活気にあふれ、

　 　 県民一人ひと り が愛着と 誇り を持っ て幸せに暮ら し続けら れる島根

　 こ の将来像は、 次のよ う な姿を目指すものです。

人口減少に打ち勝ち

　 当面の間、 人口減少は続く も のの、 産業の活性化によ り 所得が向上し 、 魅力的な仕

事が増えるこ と で、 島根に残る若者、 戻る若者、 移っ てく る若者が増える 。

　 ま た、 働きやすく 子育てし やすい環境によ り 、 若者たちが結婚し よ う 、 子ど も を育

てよ う と いう 希望を持ちやすく なり 、 ま たそ の希望をかなえるこ と ができ る。

　 そ う し て、 若者と 子ど も が増える こ と で、 人口減少に歯止めがかかり 、 ま ちには活

気があふれている。

笑顔で暮らせる島根

　 中山間地域・離島においても必要な産業や生活機能が維持さ れており 、 都市部と も補

完し合いながら 、 誰もが住み慣れた場所で住み続ける こ と ができる 。

　 ま た、 医療や教育など のサービ ス、 道路や交通手段など の社会イ ン フ ラ が確保さ れ

ており 、 子ど もから 高齢者まで、 安心し て暮ら せる環境がある。

　 そ う し て、 誰も が自分ら し い人生を送るこ と ができ 、 島根に生まれてよ かっ た、 島

根に住んでよかっ た、 と 思いながら 、 笑顔で暮ら し ている 。

　 こ の将来像を実現するために、 次の３ つの柱ご と に政策・施策を構築し 、 島根創生を

進めていきます。

　 第１ 編　 人口減少に打ち勝つための総合戦略

　 第２ 編　 生活を支えるサービ スの充実

　 第３ 編　 安全安心な県土づく り
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島根の子どもたち一人ひと りに、地域に愛着と誇りを持ち、自らの人生と地域や社

会の未来を切り拓く ために必要となる「 生きる力」を育みます。

【 現状と課題】

　人口減少問題が日本全体の課題と なる中、島根においても地域の将来を担う 人材の育成

は重要であり 、 教育に寄せられる期待はと ても大きなものと なっ ています。

　 島根の子どもたちが、身近な地域に対する愛着や誇り を持ち、確かな学力と 豊かな心を

育み、夢や希望に向かっ て挑戦できるよう 、 学校と 地域が協働して子どもたちを育んでい

く 必要があり ます。

　 島根県では、これまで、中山間地域・離島の小さな高校の魅力づく り や、小・中学校、高校、

特別支援学校が家庭・地域と 連携・協働した教育活動に取り 組んできました。 その結果、子

どもたちは、人々と の関わり の中で探究的に学ぶこ と を通じて地域の魅力を再発見し、主

体的に学習に向かう 意欲が生まれています。 また、地域においても、子どもの成長を支え、

学びあう こ と により 、 住民一人ひと り の活躍の場ができ、地域の活力につながっ ています。

　 今後は、保育所・幼稚園から県内大学等まで目標やビジョ ンを共有し、家庭、住民だけで

なく 地元企業等と も連携・協働しながら 、県内全域において島根ら しい魅力ある教育を行う

こ と で、 将来の島根を支える人づく り を進めていく 必要があり ます。

【 取組の方向】

① 　「 地域協働スクール」の実現
　地域全体で教育の目標やビジョ ンを共有し、子どもたちの「 生きる力」を育むため、学

校と 地域をつなぐ コ ーディ ネート機能の確保などにより 、 学校・家庭・地域が一体と なっ

て子どもたちを育む体制の強化を図り ます。

② 　地域資源を活用した特色ある教育の推進
　子どもたちが多様な人々と の関わり や様々な経験の中で育まれるよう 、豊かな自然、文

化・歴史、子どもたちを温かく 支え育てよう と する地域社会と いっ た強みを生かし、 ふる

さ と 教育や地域課題の解決等を通じた学びを推進します。

③ 　島根を愛する多様な人づく り
　 地域に対する理解を深め地域や社会の未来を支える人材を育てるため、子どもたちの

個性や特性に応じて、読書活動やＩ ＣＴ などを活用しながら読解力など基盤的な力を身

に付けた上で、意欲を持っ て他者と 協働しながら探究的に学ぶ教育を推進します。

④ 　高大連携の推進
　地域貢献を進めている県内の大学等と 連携して将来の島根を支える人づく り を進める

ため、高校のカ リ キュ ラ ム開発や課題解決型学習の充実などを大学等と 協働して行い、

高校から大学等への学びの連続性や継続性を確保するための取組を進めます。

１ 島根を愛する人づく り

⑴ 学校と地域の協働による人づく り
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人づく りの拠点となる公民館や県内の高等教育機関等と連携し、県内に残り、地域

づく りに主体的に参画する人づく りを推進します。

【 現状と課題】

　 人口減少や核家族化、 生活ス タ イ ルの変化など に伴い地域のつながり が希薄化し ていく

中、 持続可能な地域づく り に向けて地域住民が主体と なり 地域課題を解決し よ う と する気

運も生まれつつあり ます。

　 地域を支える担い手の一人である こ と を住民自身が実感でき 、 地域に貢献し よ う と する

意欲や地域を愛する気持ちを地域づく り に生かすこ と ができ 、 人々が互いに支え合う 社会

を実現するこ と が求めら れます。

　 地域課題について住民自身が理解を深め、 そ の解決のため主体的に実践し やすい環境を

整えるために、 地域を担う 人づく り の拠点と なる公民館等の機能の強化や活動の充実をは

じ め、 学びや活動を支援する人材の育成や、 地域と 高等教育機関等の連携の強化など が必

要です。

【 取組の方向】

① 　地域課題の解決に向かう人づく り
　 公民館等を中心に、 幅広い世代の地域住民が主体的に様々な地域課題の解決に向かえ

る よ う 、 実行力を養う 学習活動や実践活動を支援し 、 持続可能な地域づく り を実現する

ための基盤と なる地域を担う 人づく り を推進し ます。

② 　社会教育関係者の資質向上
　 地域を担う 人づく り の取組を推進し ていく 人材の知識や技術が向上するよ う 、 高等教

育機関等と 連携し た人材の育成や、 社会教育士など社会教育関係者の研修の充実を図り

ます。

③ 　県内高等教育機関での人づく り
　 地域に密着し た教育・研究を 、 地元と 一帯と なっ て進めるこ と で、 主体的に地域課題の

解決に向けて取り 組む実践力を備えた人材を育成し ます。

④ 　県内高等教育機関、県内企業などと連携した県内就職の促進
　 県内高等教育機関、 県内専修学校（ 専門学校）、 県内高等学校、 県内企業など と の連携

を強化し 、 入試制度の見直し や地域に密着し た教育・研究を促進するこ と など によ り 、 県

内高等学校から の進学者の増加や県内高等教育機関や県内専修学校の卒業生の県内定着

を図り ます。

⑶ 地域を担う人づく り

第

1
編

１

島
根
を
愛
す
る
人
づ
く
り

人
口
減
少
に
打
ち
勝
つ

た
め
の
総
合
戦
略

島
根
を
創
る
人
を
ふ
や
す



71

県内高等教育機関と連携し、地域に密着した研究活動や教育活動の充実を図り、地

域社会に貢献する優れた人材を輩出します。

【 現状と課題】

　 大学、 高等専門学校は、 島根の将来を支える人材育成や、 学術研究の成果を広く 県民に

還元し て産業の発展に貢献するなど 、 重要な役割を担っ ており 、 今後よ り 一層地域に密着

し た質の高い教育・研究を行う こ と が求めら れています。

　 ま た、 島根県立大学は、 平成 年度に島根県が策定し た令和６ 年度までの中期目標に基30
づき 、「 地域貢献・教育重視型大学」を 目指し 、 県民から の期待に応える存在意義の高い大

学と し て、 地域に貢献する人材を輩出し 、 地域が抱える諸課題に対応する教育・研究の取組

を進めています。

　 地域社会に貢献する優れた人材を輩出する ため、 県内高等教育機関、 県内高等学校、 県

内企業、 行政など と の連携を強化し 、 地域の若者の県内定着につながる県内高等学校から

の入学者の確保や、 県内就職率の向上のための取組が求めら れます。

【 取組の方向】

① 　県立大学の教育・研究の充実
　 浜田キャ ン パスの総合政策学部を地域系の学部と 国際系の学部に改編するほか、 地域

の諸課題に対応する大学院、 研究セン タ ー等の設置・改編の検討など を通じ て、 教育・研

究の充実を図り ます。

② 　県内高等教育機関、県内企業などと連携した県内就職の促進
　 県内高等教育機関、 県内専修学校（ 専門学校）、 県内高等学校、 県内企業など と の連携

を強化し 、 入試制度の見直し や地域に密着し た教育・研究を促進するこ と など によ り 、 県

内高等学校から の進学者の増加や県内高等教育機関や県内専修学校の卒業生の県内定着

を図り ます。

⑸ 高等教育の推進
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全国に誇る島根固有の歴史・文化についての保存・継承と、調査研究を進め、その魅

力を県内外に積極的に発信し、歴史・文化を通じた人々 の交流を促します。

【 現状と課題】

　 島根には、 荒神谷遺跡や加茂岩倉遺跡の青銅器群、 全国で唯一完本と し て伝わる「 出雲

国風土記」、 出雲大社、 松江城など に見ら れる豊富な歴史・文化が継承さ れています。 また、

石見銀山遺跡や石州半紙、 佐陀神能など 、 世界に誇り う る歴史文化遺産も存在し ています。

こ れら は県民の郷土に対する誇り や愛着を育む基盤であり 、 観光振興や地域振興に資する

重要な要素にもなっ ています。

　 こ れら の貴重な歴史文化遺産の滅失や衰退を防ぎ未来に継承し ていく ため、 計画的な保

存修理や技術の伝承、 後継者の育成などを行っ ていく 必要があり ます。

　 ま た、 県民の歴史・文化への理解を深める こ と で、 郷土への愛着と 誇り の醸成を図り 、 歴

史文化遺産を通じ た地域振興にも繋げていく 必要があり ます。

　 さ ら に、 県内外で島根の歴史・文化への興味関心がさ ら に高ま る よ う 、 調査研究を進め、

その成果を活用し て広く 情報発信し ていく 必要があり ます。

【 取組の方向】

① 　歴史文化遺産の保存・継承
　 世界遺産や国宝・重要文化財など の歴史文化遺産を良好な状態で次世代に継承する た

め、 保存修理や伝統文化の継承活動など の支援を推進し ます。

② 　歴史文化遺産の研究と情報発信
　 島根の歴史・文化について関心を深めても ら う ため、 体系的な調査研究を進め、 そ の成

果を展覧会や、 県内外でのシンポジウム、 講演会など によ り 、 広く 情報発信し ます。

③ 　歴史文化遺産の活用
　 国内外から の来訪者に島根の歴史・文化の魅力や価値を知っ ても ら う ため、 歴史的建造

物の復元や先端映像技術を用いた文化財の「 見える化」など を進め、 古き良き歴史・文化

を体感できるよ う な取組を進めます。

⑵ 文化財の保存・継承と活用
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